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平成３０年度 研究構想 

 

１ 研究主題   よりよい生き方を求めて、主体的に考える児童の育成 

    ～本音で語り合う道徳科の授業を通して～ 

 
２ 研究の概要 

（１） 研究主題について 

今年度から全面実施となった「特別の教科 道徳」の授業は、登場人物の心情理解や道徳的

諸価値の理解にとどまらず、他の児童との対話や討論を行いつつ、物事を多面的・多角的に考

え、自己を見つめ、生き方について考えを深めていくことが求められている。本校では、昨年

度から道徳の授業の工夫改善に努め、道徳的な課題を児童が自分事として捉え、建前ではなく

本音を出し合って考えることを大切にしてきた。 

そこで、本主題の下、児童が考える主体となり、友達と学び合いながら、ねらいとする価値

について考えを深める道徳の授業の在り方を昨年度に引き続き追究していくことにした。 

 

（２） 研究仮説 

① 基本仮説 

道徳の学習過程において、ねらいとする道徳的価値について本音で語り合う中で多様な考え

に触れさせ、さらに考えを深める話し合い活動を工夫すれば、自分自身の考えや生き方を見つ

め直し、他者と共によりよく生きようとする児童が育つであろう。 

 

② 研究内容と方法 

 

 

 

 

 

                    

 

                                             

                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 具体仮説 ア．資料提示の工夫 

 

児童理解や発問の意図に基づいて資

料提示の仕方を工夫すれば、児童は短時

間で資料の内容を把握することができ、

話し合い活動の時間が確保されるとと

もに、問題意識をもったり、自分事とし

て考えたりすることができるであろう。   

具体仮説 イ．発問の工夫 

 

本音を出し合い葛藤を生む問い（Ⅰ）と、

ねらいとする道徳的価値のよさや大切

さに気付くことができる問い（Ⅱ）の２段

階で適切に発問を構成すれば、児童は道

徳的価値についての思考を深めること

ができるであろう。 

❶短時間で内容をつかむための工夫 

・資料の分割  

・ポイントとなる場面絵や言葉の提示 

❷発問に活かすための工夫 

・一部を提示しない  

・問題場面（葛藤場面）で切る 

❸話し合いに活かすための工夫 

・続きを提示する 

・続きを提示しない 

Ⅰ本音を出し合い葛藤を生む問い 

・登場人物の行為を知ったうえで是非を判断する 

・問題場面（葛藤場面）を自分事として判断する 

 

 

・その後を考える ・相違点を考える 

・結末から考える ・生活場面に照らして考える 

Ⅱねらいとする道徳的価値のよさや大切さに

気付くことができる問い 
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（３） 学習過程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体仮説エ．振り返りの工夫 

 

自分の思いや考えの変化を見つめる

ために書く活動をし、それを伝え合え

ば、児童は道徳的価値の理解を一層深め

たり、実践意欲を高めたりすることがで

きるであろう。  

       

 

 

具体仮説ウ．話し合い活動の工夫 

 

話し合い活動の意図を明確にし、教師

が適切に話し合いをコーディネートす

れば、児童は多面的・多角的な考えに触

れながら思考を深めたり、共に学び合う

よさを味わったりすることができるで

あろう。 

❶判断理由をクローズアップ 

・児童の考え、判断の理由を引き出す問い返し 

・児童の考え、判断の理由を分類・整理した板書 

 

❷焦点を絞りねらいに向かっていく 

・問い返す、揺さぶる、つなぐ等で思考を深める 

次のような振り返りを取り上げる。 

 

❶考えに変容が見られる振り返り 

❷今後の生活、自分自身に関わらせて捉えてい

る振り返り 

❸ねらいに向かっている振り返り 



3 

 

３ 研究の経過 

月 内 容 

４ ・今年度の研究内容等について確認、研修計画の作成 

・校内授業研究会  

６年 内容項目：相互理解、寛容   資料名「お別れ会」 

    授業者 金森 左季 

５ ・市教研授業検討 

・校内授業研究会（継続型訪問指導） 

３年 内容項目：規則の尊重    資料名  「心の優先席」 

    授業者 吾郷 将樹     指導講師 出雲教育事務所 園山正樹 指導主事 

６ ・校内授業研究会（継続型訪問指導） 

５年 内容項目：規則の尊重    資料名  「セルフジャッジ」 

    授業者 須貝 和之      指導講師 出雲教育事務所 園山正樹 指導主事 

・校内授業研究会（継続型訪問指導） 

２年 内容項目：正直、思いやり  資料名  「ぐみの木と小鳥」 

    授業者 萬代 洋久        指導講師 出雲教育事務所 園山正樹 指導主事 

出雲教育事務所 山本勉 指導主事兼企画幹 

７ ・校内授業研究会（継続型訪問指導） 

 ４年 内容項目：親切、思いやり  資料名  「心と心のあく手」  

授業者 森 美紀子     指導講師 出雲教育事務所 園山正樹 指導主事 

・市教研授業検討 

８ ・全国・県学力調査 結果分析 

・掲示用 パネル作成（H29年度 30年度実施授業より） 

・市教研授業検討 

９ ・校内授業研究会（継続型訪問指導） 

２年 内容項目：礼儀       資料名  「小さなできごと」 

    授業者 萬代 洋久        指導講師 出雲教育事務所 園山正樹 指導主事 

出雲教育事務所 山本勉 指導主事兼企画幹 

・校内授業研究会（継続型訪問指導） 

５年 内容項目：規則の尊重    資料名「まいごのカナリア号」 

    授業者 須貝 和之      指導講師 出雲教育事務所 園山 正樹 指導主事 

島根県教育庁人権同和教育課 青山 求 指導主事 

・校内授業研究会（人権・同和教育） 

６年 社会科（同和問題学習） 渋染一揆   

  授業者 金森 左季   指導講師 出雲市同和教育啓発指導員 山岡 清志先生 

 

１０ 

 

 

・校内授業研究会 (継続型訪問指導)  

１年 内容項目：公正、公平、社会正義 資料名 「ぷうたのやくめ」 

授業者 有田 由美     指導講師 出雲教育事務所 園山 正樹 指導主事 
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１０ ・第４回出雲市教育研究大会（東部ブロック大会）公開授業 

２年 内容項目：友情、信頼    資料名  「モムンとヘーテ」 

    授業者 萬代 洋久        指導講師 出雲教育事務所 山本勉 指導主事兼企画幹 

５年 内容項目：相互理解、寛容  資料名 「みんなの劇」 

    授業者 須貝 和之    指導講師 島根県教育庁人権同和教育課 青山求 指導主事 

 

・檜山地区人権・同和教育研究発表会 公開授業 

１年 道徳科 資料名「きいろいベンチ」 授業者 有田 由美 

２年 道徳科 資料名「公園のおにごっこ」授業者 萬代 洋久 

３年 算数科 単元名「重さのたんいとはかり方」 授業者 吾郷 将樹 

ひまわり学級 生活単元学習 「秋のおもちゃパーティーをひらこう」授業者 藤原里早 

４年 道徳科 資料名「学級新聞作り」 授業者 森 美紀子  

５年 道徳科 資料名「手品師」    授業者 須貝 和之 

６年 社会科（同和問題学習）「解放の法令～学校統合に立ち上がった人々～」 

                    授業者 金森 左季 

１１  

１２ ・研究のまとめ  

１ ・教育実践の記録 作成 

２ ・来年度の研究への方向付け 

３ ・年間指導計画、別葉 見直し 

 


